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想小説的で猟奇的ともいえる作風が見られる。1919 年 7 月に妄想や幻
覚・幻聴により妻を射殺し、自らも自殺未遂を起こすという事件を起こ




















































































































    










Marcell 1868-1944, Jakab Dezső 1864-1932) の共同作品である。遠くから
も見える高い時計塔の足元には、赤みの強いれんがに白い曲線で縁取り
した建物が、おとぎ話の中の家のような佇まいを見せている。バロック
















もセーケイ門をあしらった玄関が個性を放っている(Gajdos 1995: 50)。 


















































の担い手を輩出するきっかけを作る場であった。(Szerb 1934: 304) 












































































で参加したという(Arany 2017: 129-130)。 
 ラーニ家と二人の作家の３家族の間には親しい交流があった。ラーニ
家には彼らと同世代の子どもたちが４人おり、２人の息子は後にやはり










ことになる。(Dér 2002: 54-60) 
 ラーニ家がサバトカに越してきた 1907 年には、コストラーニはペシ
ュトの新聞社で文芸記者の職を得て、さらに最初の詩集も発表したばか

































































































代表者：岡本真理、平成 31 年～令和 5 年）を用いた研究成果の一部である。ま





1. 2011 年の国勢調査によると，サバトカの人口は 144,758 人。ノヴィ・サドは
2002 年の 30 万人弱からおよそ２割の人口増である。Vajdaság Ma 2011 年 11
月 7 日。 https://www.vajma.info/cikk/tukor/4509/Ujvidek-lelekszama-novekedett--
a-legtobb-vajdasagi-varose-csokkent.html 
2. チャートは、10 歳の頃から死に至るまで日記を書き続けた。日記には人物デ
ッサンや楽譜も多く記され、作家の多彩な才能を窺わせる。1910 年 23 歳の時
に初めて覚せい剤を使用したが、それ以降の日記には、日々の覚せい剤の使用
量や症状などが睡眠・食事・女性との性的関係に至るまで克明に記されている。
Csáth Géza (2016), Úr voltam rajtam a vágy. Napló jegyzetek és visszaemlékezések 
1906-1914. Magvető. ほか 2 巻。チャートの生涯に関してはこれまでまとまっ
た伝記研究はなかったが、昨秋に Szajbély Mihály, Csáth Géza élete és munkái. 





















(Kosztolányi Dezsőné 1938, 2004: 203-5)。 
8. コストラーニはチャートの死後、従兄弟に捧げる詩を６編書いた(Dér 1980: 
211)。この詩は死の翌年「西方」に発表された。Kosztolányi Dezső, Csáth Gézának. 





った。Kosztolányi Dezső, Mostoha és egyéb kiadatlan művek. Szerk. Juhász Géza. 
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